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図 3．Density mapping法によるインプラントと大腿骨との接
触状態評価







図 4．一般的な日常生活動作を可能にする股関節可動域を満たすための safe zone
 カップの外方開角 (inclination) と前方開角 (anteversion) の組み合わせにより，大腿骨側のインプラントや骨とインピンジメントを起







生じずに得ることのできる範囲 (safe zone) を種々のコン
ピューターグラフィックソフト (Solid Edge; Siemens社 , 















































図 5．ステム前捻角を 15度とした時の dual mobility cupと通常
の fixed liner cupとの safe zoneの違い．
 Dual mobility cupを使用することにより，通常の fixed liner 
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